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一般社団法人カリタス南相馬 

 

 

２０２２年度 活動報告書 

（２０２２年１月～１２月） 

一般社団法人カリタス南相馬 

１．概要  

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、２０２２年度もボランティアの受け入れが難しい状況 

にあった。２０２２年１月２１日（金）～２月６日（日）までの期間、「南相馬市における新型コロ

ナウイルス感染症集中対策」が出され、１月２７日～２月２０日まで「まん延防止等重点措置」の適

用が決まり、活動をさらに縮小している状況下であった。市内のイベント及びサロン活動も中止とな

っていたが、スタッフ、シスター及び県内ボランティアにより地域イベントへの参加や実施、子ども

支援、戸別訪問、さゆり幼稚園の行事参加、市が行う子育て支援活動、被災地の状況を知る為の現地

案内、旧避難区域の草刈り活動などを可能な範囲で行った。 

新型コロナウイルス感染症による影響下で生活困窮者が増えている状況は変わらない為、「子育て 

応援」（ひとり親など生活困窮者家庭及び要保護児童生徒、準要保護児童生徒等の家庭に対する食糧

支援）へのお米支援を継続。「子育て応援」の一環として、仕事をされているお母さんたちの負担を

少しでも減らして子ども達とゆっくり話し向き合う時間を増やして頂きたいとの思いから預かり保

育のご家族対象に「カリタスのおかず」提供（眞こころスタッフご協力のもと）を開始した。また、

小高の災害公営団地の住民の方は、独居の高齢男性が多いので、戸別訪問の際にもお届けした。 

３月１６日に震度６強の福島県沖地震が発生したことに伴い、南相馬市災害ボランティアセンタ 

ーが開設された。社会福祉協議会よりカリタス南相馬に運営側として手伝ってほしいとの依頼があ

り、スタッフ２名で被災家屋の現地調査に同行した。ボランティア参加は市内在住者に限るとのこと

であったが、技術系のボランティアに関しては、県外者も可能とのことで常連ボランティアの「チー

ムふじさん」が参加するようになった。それに伴い、カリタス南相馬の宿泊者も屋根ニーズに応える

ボランティアの方に限り、宿泊を受け入れた。（ワクチン接種３回の証明書もしくは抗原検査・PCR検

査陰性の証明書提示） 

４月２５日から「災害ボランティアセンター」は、「被災者生活支援ボランティアセンター」と名 

称が変更となり、屋根のブルーシート張りに関する依頼についての窓口は、社協が受けたものをカリ

タス南相馬で請負うこととなった。現地調査、ボランティアの派遣（地元チーム「騎馬武者ロックフ

ェス実行委員会」と「チームふじさん」の２グループへの連絡調整）、依頼主さんとの日程調整、作

業後の完了確認、社協への報告書提出等を現在も継続して行っている。 

一般ボランティアの受け入れに関しては、５月８日より再開とした。各部屋３名定員とし、６名ま 

で。（コロナワクチン接種３回の証明書もしくは、PCRか抗原検査の陰性証明提出。） 

このような状況下ではあったが、コロナ禍になって３年ぶりに夏休みを利用した学生ボランティ 

アの受け入れを行うことができた。 
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コロナ感染者数が減少傾向となり、移動制限が緩和されたことに伴い徐々にサロン活動及びイベ 

ントも行われるようになったが、１１月に入った頃から再び感染者数が増加傾向となっている。 

福島県では、全国的にも高い水準で新型コロナの感染拡大が続いたことにより、１２月２０日福島県

医療ひっ迫警報が発出された。２月５日まで延長措置が取られている。 

新型コロナウイルス感染症による影響下での「子育て応援」を継続中であるが、１２月で一旦終了。 

アンケートを実施し、今後の支援内容を検討中。円安の影響により外国人労働者及び技能実習生の方々

が仕送りにも困っているとの情報を得たので、１２月にお米の支援を行った。 

２０２２年１月２６日福島県双葉郡富岡町の帰還困難区域のうち、特定復興再生拠点区域（復興拠

点）の立ち入り規制が緩和された。原発事故から 10年 10ヶ月を経て住民は許可なしで 24時間出入り

できるようになり、帰還に向けた準備を進められるようになった。（２０２３年春に避難指示解除予定） 

６月３０日、大熊町・特定復興再生拠点区域（JR大野駅周辺）の避難指示が解除された。 

８月３０日、双葉町・特定復興再生拠点区域（JR双葉駅周辺）の避難指示が解除された。 

 

今年度行ってきた事業は次のとおりである。 

 

２. 活動報告 

１）宿泊と食事の提供 

宿泊を希望するボランティアと現地で学ぶことを希望する方々に宿泊場所を提供した。 

宿泊は２部屋各６名、計１２名の宿泊が可能。さらに１階を仕切ることで１５名が宿泊できる。 

コロナ禍にあって宿泊受け入れを一時中止した後、１１月より各部屋１名の個室とし、宿泊許容人数を

計２名とし受け入れを再開した。受け入れは月に４泊５日までとし、食事も人数制限をするなど感染対

策を徹底した。現在は、各部屋３名、計６名までとしている。 

宿泊するボランティアにバランスの取れた食事を提供するため、近隣の農家より提供頂いた野菜や

カリタス畑（後述）で収穫した野菜を使うなど、食材も地産地消を心掛けた。 

受け入れたボランティア数及び提供食事数などについては、５．資料の表を参照。 

       

２）ボランティア活動のコーディネート 

南相馬市内の施設や社会福祉協議会などからのボランティア要請と、ボランティア活動希望者との

活動調整を行った。行政や地域社協、関係団体との連携を行い、情報収集に努めた。地域からのボラン

ティア要請は、ホームページ、SNS 等で呼びかけ、随時募集を行った。 

１０月までは、県内在住のボランティアとスタッフにて可能な活動を行ってきた。１１月から、宿泊

受け入れ後のボランティア活動内容については地元の方と各自で交渉して頂くこととした。 

 

① ボランティア派遣先と内容 

定期的に行われた活動。参加ボランティア数は、５．資料の表参照。 

 活動内容 場所・対象等 実施日・回数 

1 屋外活動 旧避難区域の草刈り、片付け等 毎週土曜日 

 掃除・結の協力 小高同慶寺 １日・１５日 9:00～11:30 
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2 

眞こころサロン カリタス南相馬 1階 毎週木曜日 10:00～15:00 

コンコルディア（パッチワーク教室） 

料理教室 

カリタス南相馬 1階 

カリタス南相馬 1階及び厨房 

第１水曜日 9:30～11:30 

月に 1回 

小高サロン 小高保健福祉センター 第３水曜日 10:00～12:00 

さくらサロン 小高老人福祉センター 第１・３木曜日 10:00～15:00 

なんばんひろば 小高工房内 火・金曜日 10:00～15:30 

 パステルアート 小高工房内 火曜日 10：00～12：00 

 英会話教室 小高交流センター 火曜日 10：00～12：00 

 クラフト教室 カリタス南相馬 1階 月に 2回 

3 
ビーンズでの作業手伝い ビーンズ（障がい者自立研修所） 毎週金曜日（10：00～12：00） 

えんどう豆の資源回収手伝い フレスコキクチ 毎週木曜日（11：45～12：45） 

4 
ミュージックタイム さゆり幼稚園預かり園児対象 随時 15:15～16:00 

スープとおにぎり さゆり幼稚園 110食提供 月曜日 11:00 

5 
戸別訪問 小高災害公営団地 毎月第 2水曜日 

戸別訪問 小高・原町高齢者世帯 随時 

6 食育の協力・食材の提供 カリタス畑 随時 

 

② 地域イベントへの参加 

地域からの要請により、イベントに参加 

１月９日（日）SAKURA（南相馬市外国人活躍支援センター）新年会参加 

３月１０日（木）  「いのちの行進」に参加 

３月１１日（金）  同慶寺合同法要に参加 

３月１３日（日）  福島第一聖書バプテスト教会（大熊町） 帰還祈念礼拝参加 

３月１８日（金）  眞こころサロンにてイベント（カフェ・ド・フクシマ） 

５月５日（木）   サムライフェス参加 

５月１４日（土）  眞こころサロンにてイベント（サイクルジャパン） 

５月１８日（水）  眞こころサロンにてイベント（カフェ・ド・フクシマ） 

７月２３日（土）２４日（日）相馬野馬追祭り行列ボランティア参加 県内ボランティア１０名 

８月 ３日（水）～７日（日）こどものつばさ主催 福島こどものプロジェクト 広島まで引率 

１０月１５日（土） 小高秋祭りの音楽イベントに参加（すすきだ音楽隊、音楽工房） 

１０月１６日（日） 小高駅構内における音楽イベントに参加（音楽工房） 

１０月３０日（日） SAKURA（南相馬市外国人活躍支援センター）ハロウィーンイベント参加 

１１月１４日（月） 眞こころサロンにてイベント（サイクルジャパン） 

１１月２４日（木） 秋の遠足（眞こころサロン）１７名参加 

１２月１０日（土） 小高音楽イベントに参加（たがらもん展） 

１２月１１日（日） 小高音楽イベントに参加（たがらもん展） 
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１２月１８日（土） 浪江伝道所にてクリスマスコンサート（たがらもん） 

１２月２５日（日） 小高伝道所にてクリスマスコンサート（音楽工房） 

１２月２７日（水） アイムヒア イベント（眞こころサロン） 

 

３）地域住民の交流の場の提供とイベントの企画及び運営 

南相馬市教育委員会事務局生涯学習課主催の「まちづくり出前講座」への登録を継続した。 

「生伴奏で歌いませんか」「楽器に触れて楽しもう」の２講座の要請に応えた。 

カリタス南相馬１階多目的室を「眞こころサロン」の活動場所として提供した。 

小高工房の場所をお借りして「なんばんひろば」のサロンを継続し、住民が自由に集まり話せる場を提

供した。また同場所において「パステルアート教室」も開催。小高の交流センターにおいて「英会話教

室」も開催し数名が参加した。 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けて、今年もカリタス南相馬主催の夏祭りは中止とした。 

1月１４日（金）    さゆり幼稚園預かり保育の家族対象「カリタスのおかず」７件 

1月２０日（木）    パステルアート教室（カリタス南相馬にて）2名参加（さゆり幼稚園対象） 

1月２６日（水）  「ふくしま生活困窮者支援ねっと（分科会 食糧支援）」（オンライン） 

４月４日（月）   出前講座「楽器に触れて楽しもう」錦町児童クラブ １６名参加 

４月２８日（木）  親子パステルアート 

５月１８日（水）  出前講座「楽器に触れて楽しもう」原町共生授産園 約４０名参加 

６月３日（金）   バイオリンコンサート（さゆり幼稚園・原町共生授産園・そよカフェ） 

６月４日（土）   バイオリンコンサート（かしまの翼、道の駅なみえ、原町聖愛こども園、 

横田バラ園） 

６月５日（日）   バイオリンコンサート （原町教会、小高交流センター） 

６月２９日（水）  出前講座 「生伴奏で歌いませんか」上北一花みずきサロン １０名参加 

７月７日（木）   出前講座「楽器に触れて楽しもう」さくらサロン １０名参加 

８月１０日（水）  出前講座「パステルアート」 錦町児童クラブ １４名参加 

１０月１２日（水） すすきだ音楽隊コンサート（上町復興団地） 

１０月１３日（木） すすきだ音楽隊コンサート（さゆり幼稚園、小高交流センター） 

１０月１４日（金） すすきだ音楽隊コンサート（眞こころサロン） 

１０月２９日（土） 出前講座「生伴奏で歌いませんか」 上耳谷行政区 １３名参加 

１１月月２日（水） 出前講座 「生伴奏で歌いませんか」上北一花みずきサロン １２名参加 

１１月３日（木）  カリタスバンドコンサート （さゆり幼稚園、カリタス南相馬） 

１１月２５日（金） バイオリンコンサート（さゆり幼稚園、カリタス南相馬、原町共生授産園） 

１１月２６日（土）  バイオリンコンサート（上町復興団地、小高交流センター、このゆびとまれ） 

１１月２７日（日） バイオリンコンサート（カトリック原町教会、道の駅なみえ） 

① サロン活動  

・眞こころサロン 水・金曜日  10:00～15:00  カリタス南相馬 1 階  



5 

 

         

② カリタス南相馬以外の場所でのサロン活動（スタッフ、ボランティアが参加） 

   ・小高社協サロン 第３水曜日  10:00～12:00  小高保健福祉センターにて開催 

・さくらサロン  第１・３木曜日 10:00～15:00  小高老人福祉センターにて開催 

   ・なんばんひろば 毎週火曜日・金曜日 10:00～15:00 小高工房にて開催 

 ③サークル活動 

・手芸教室（原町教会コンコルディア主催） 

第１水曜日 10：00～12：00 カリタス南相馬 1 階にて開催 

・英会話教室   毎週火曜日 10：00～12：00 小高交流センターにて開催 

・クラフト教室  毎月２回 10：00～12：00  カリタス南相馬１階 

・料理教室    毎月１回 10：00～12：00  カリタス南相馬１階及び厨房 

・英語教室    毎週土曜日 16：00～17：00 カリタス南相馬１階 

・パステルアート教室 毎週火曜日 14:00～15:00 小高工房にて開催 

④ 地域の方に向けたイベントなどの企画・運営 

カリタス南相馬及び復興団地などを会場としてイベントを開催した。また、地域及び個人の要請

で各所でも開催した。復興団地へはお菓子の配布も兼ねてイベントを開催し多くの方にご参加頂

けた。 

⑤ 会議参加 

地域との交流をより積極的に行い、まちづくりに向けた情報交換等のために地域での会議等に

参加した。 

   ・浪江会議 

なみとも、まちづくりなみえ、心のケアセンターなごみ、みやぎ生協、ふくしま連携復興センタ

ー、浪江町行政区長、浪江町社会福祉協議会、地域おこし協力隊、UR 都市機構、及びカリタス

南相馬で構成される。浪江町における活動やまちづくりに関する情報交換などを目的としてい

る。２ヶ月に１回開催。 

・三者会議（さゆり幼稚園、カトリック原町教会、カリタス南相馬） 

月１回開催される連絡会議に出席。各種調整・情報交換を行った。 

   ・カリタスみちのく世話人会議 

    カリタスベース及び被災地支援活動をされている団体間の情報交換、情報発信の為の会議。 

    隔月でカリタスみちのくの集いを開催 

1月 26日（土） カリタスみちのくの集い（オンライン） 15人参加 

 

４）サポートを必要としている子どもと大人の支援 

子ども達への支援、母親への支援、障がい者への支援、社会福祉協議会（社協）のサロン活動への協

力などを行い、交流の場作りとコミュニティー作りに協力した。 

南相馬市のファミリーサポート事業を継続。カリタス南相馬の場所を提供し、「眞こころ」スタッフ

の協力のもと、乳幼児の一時的な預かりを行った。 

また、隣接するさゆり幼稚園からの要請に応え、給食の提供を行った。 
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ボランティアの依頼を受け、ビーンズ（障がい者の作業所）の作業補助を行いながら利用者との関わ

りを持った。 

これまでに関わりのあった南相馬市に在住する独居及び高齢世帯の方を対象に、戸別訪問を行った。 

毎月第２水曜日は、小高の災害公営団地の戸別訪問を継続。本所緑星教会（東京都墨田区）のご支援に

より地元のお米を小分けしてお届けしている。また、隔月で聖心女子大学（東京都渋谷区）の学生さん

からの「こころ通信」もお届けし、交流の機会となった。 

「子育て応援」お米支援の第２弾として再度教育委員会を通して市内の小中学校長へお米支援のチ

ラシを配布し呼びかけた。新たに高校生をお持ちのご家庭と支援学校にも呼びかけ、支援を開始した。     

（詳細は、④参照） 

 

1月２８日（金） さゆり幼稚園預かり保育の家族対象「カリタスのおかず」１１件 

２月２５日（金） カリタスのおかず作りと提供 さゆり幼稚園保護者対象 

３月 ９日（水） カリタスのおかず作りと提供 小高上町団地 （１９食分） 

３月２５日（金） カリタスのおかず作りと提供 （２０食分） 

８月２１日（日） SAKURA英語サロン（８月より開催） 

  

① 幼稚園・子ども支援 

 ミュージックタイム : 随時 

音楽を通して、子どもとの関わりをもつことを目的に開催。 

・幼稚園へのおにぎりとスープの提供 毎月曜日 １1０食 

・子ども会の開催（子ども支援） 

さゆり幼稚園園児や地域の子ども達を対象に開催。 

 

② 戸別訪問 

毎月第２水曜日（小高東町団地、上町団地） 

日曜日・水曜日随時（これまでに関わりのあった独居、高齢世帯の住民） 

 

③ 物資支援(コロナ禍における困窮者支援を除く) 

全国各地の支援団体や個人から届く様々な物資を仕分けして必要としている団体等へ配布した。 

   配布した物資：お菓子類、食器、布地、毛糸、洋服、中古衣類 

   配布先：眞こころサロン、原町教会、コンコルディア（原町教会奉仕部）、幼稚園、      

     勝縁寺、社会福祉協議会 

 

④ コロナ禍における生活困窮者等の支援  

コロナ禍における生活困窮者等の支援のために、多くの方々から指定献金や食料品などの支援物資寄

贈があり「子育て応援」で活用する。支援物資寄贈者は延べ 21の個人と団体や農家からであり、以下の
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食料品が寄贈された。（2022年１月～12月） 

品 目 総数量 

米 約１１０ kg 

レトルト食品各種 約６００ 点 

炊き込みご飯の素       約８００ 点 

その他（パン、パスタ、缶詰など）      約１０００ 点 

菓子       約５００ 点 

野菜など       約４００ 点 

 

●「子育て応援」（ひとり親など生活困窮家庭および要保護児童生徒等の家庭に対する支援）の実施 

ⓐ 2021年末まで支援していた「子育て応援」について、2022年３月まで継続した。 

実施日 提供先 提供数 支援物資 総数量 

１月 ９日

～16日 

南相馬市内の幼稚園保育所、小中学校

（要保護児童生徒等）および相双地区高

等学校、支援学校在籍のひとり親家庭等 

３１世帯 （一世帯につき） 

米 10㎏、食料品など 

米 310㎏ 

２月 ６日

～13日 

同上 ３４世帯 同上 米 340㎏ 

３月 ６日

～13日 

同上 ３２世帯 同上 米 320㎏ 

 

ⓑ 新学期を迎えた 2022年５月、支援を必要とする家庭を新たに見出すため、改めて南相馬市内の幼稚

園および保育所、また教育委員会を通して小中学校の要保護児童生徒および準要保護児童生徒の家庭を

対象に案内チラシを配布する。また相双地域にある支援学校（小中高）および高等学校 6校に在籍する家

庭にも案内チラシを配布し実施する。 

実施日 提供先 提供数 支援物資 総数量 

６月 ５日

～12日 

南相馬市内の幼稚園保育所、小中学校

（要保護児童生徒等）および相双地区高

等学校、支援学校在籍のひとり親家庭等 

59世帯 

(内, 

新規 34) 

（一世帯につき） 

米５㎏、食料品など 

米 295㎏ 

７月 ３日

～10日 

同上 53世帯 

(内,新規 2) 

同上 米 265㎏ 

８月 ７日

～14日 

同上 54世帯 

(内,新規 4) 

同上 米 270㎏ 

９月 ４日

～11日 

同上 59世帯 

(内,新規 1) 

同上 

※衣類や雑貨など 

（２階部屋に展示） 

米 295㎏ 

10 月２日

～９日 

同上 66世帯 

(内,新規 3) 

同上 米 330㎏ 

11 月６日 同上 62世帯 同上 米 310㎏ 
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～13日 野菜など 

１２月４日

～11日 

同上 57世帯 米５㎏、クリスマス袋

(菓子、食品、飾り等) 

※衣類や雑貨など 

（２階部屋に展示） 

米 285㎏ 

お菓子 

 

≪「子育て応援」支援対象世帯の内訳≫ 

世帯構成（親） ⓐ 2021年度 ⓑ 2022.6～12（内、2021 年度継続/新規）  

ひとり親家庭（親子のみ） １０世帯 ３１世帯（５/２６) 

 

ひとり親家庭（祖父母同居） ８世帯 １８世帯(３/１５)  

父母健在 １６世帯 ２２世帯(１０/１２)  

 合 計 ３４世帯 ７１世帯(１８/５３)  

※上記世帯の子ども別支援対象人数 

 ⓐ 2021年度 ⓑ 2022.6～12（内、2021 年度継続/新規） 

乳幼児 ２４人 ３３(１５/１８)人 

小学生 ２２人 ４３(１７/２６)人 

中学生 １８人 ２９(１２/１７)人 

高校生 １４人 ３９(１８/２１)人 

 合 計 ７８人 １４４(６２/８２)人 

 

2022 年実施の支援世帯数は 71 世帯。その内 22 世帯は両親が健在だが、親が施設入所や障がい者、外

国籍、またコロナ禍で収入減などが理由となっている。また支援数の３分の２を占める 49世帯はひとり

親家庭であり、内 18 世帯は祖父母等と同居されているが、半数以上の 31 世帯は親子だけのひとり親家

庭である。 

一家庭の子どもの人数は一人の場合もあれば、ひとり親が４人の子どもと暮らしている場合もある。コ

ロナ禍が要因ではあるが、もともと生活困難世帯でコロナ禍によって問題が浮き彫りにされたとも考え

られる。子育てをするために占める食費の負担は大きく、国や各自治体は 18歳以下の子どもへの給付金

支給を検討し実施が始まった。コロナ禍による緊急対応として「子育て応援」を実施してきたが、今後の

継続についてはこれらのことを踏まえて検討する必要がある。 

 

≪アンケート結果≫ （2022年 12月実施） 

今後の支援のあり方を検討するために、以下の支援についてお知らせを希望されるか 12月に来られた

57世帯にアンケートをお願いした。高校卒業で支援の辞退される方や無回答を除き、52世帯の回答があ

った。 

お知らせを希望する項目 はい（要） いいえ（不要） 計 

野菜や食品などの提供案内 ５２ ０ ５２ 

衣類や日用品などの提供案内 ３９ １３ ５２ 

音楽コンサートや夏祭りなどのイベント案内 ２５ ２７ ５２ 
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サロンや教室（手工芸やパステルなど）の案内 １４ ３８ ５２ 

カリタス南相馬での食事会等の案内 １５ ３７ ５２ 

 

●その他、生活困窮者緊急支援 

「子育て応援」の対象ではないが、カリタス南相馬に相談があり個別に対応する。米５㎏、食品などを一

時的に支援する。（2022年 12月） 

・「子育て応援」の知人 １世帯（父、母、男 19歳） 

・「こころのケアセンターなごみ」紹介 ２名（男 50歳代、女 20歳代） 

 

●外国人労働者（技能実習生）の支援 

コロナ禍が落ち着いた時期に外国との行き来が再開され、これまでの技能実習生が帰国したり新たな技能

実習生が採用され、技能実習生をサポートする南相馬市商工労政課に伺うと市内約 80 企業で 200 人位が働

いているとのこと。2022年は外国人活躍支援センターの日本語教室でシスターがボランティアしたり、スタ

ッフが新年会などのイベントに参加した。当初、食糧品などの物資支援の計画はなかったが、円安で生活が

厳しくなったことと、新たに日本に来られた外国人を励まし繋がりを持つためクリスマスに米と菓子を用意

して配布した。何か困った時に少しでも助けられるように、教会と連携して交流関係を維持していきたい。 

実施日 提供先 提供人数（国籍別） 支援物資 総数量 

12月 23日 

～25日 

 

 ７９名 

(企業数 20) 
 

ベトナム５６名、インドネシア７名、フィリピン４名、 

タイ４名、ラオス３名、カンボジア２名、モンゴル 

２名、ネパール１名 

（一名につき） 

米５kg 

チョコレート 

米３９５kg 

 

⑤ 福島県沖地震（支援物資提供関連） 

2022年 3月 16日に発生した福島県沖地震による家屋の被害と共に、南相馬市鹿島区および相馬市が断

水となり生活用水の確保が困難となった。Facebook等の呼びかけにより、延べ 17の個人や団体から支援

物資の提供があった。（2022年 3月 20日～28日） 

品 目 総数量 

飲料水（５００ml） 

（２L） 

（１０L） 

約１２００ 本 

約 ３００ 本 

１４ 本 

レトルトご飯 約１４０ 点 

レトルト食品         ２４ 点 

その他（缶詰など）        約４０ 点 

屋根防水シート（シルバー）         １０ 枚 

 

上記の支援物資はカリタス南相馬の災害支援で購入した物資と合わせて、以下の個人宅やボランティ

ア活動先、および各社協を通して必要な方々に届けた。 

提供先 支援物資 総数量 

南相馬市社会福祉協議会 飲料水（５００ml） 約１４００ 本 
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（２L） 
 

約 ７０ 本 

相馬市社会福祉協議会 飲料水（５００ml） 約９００ 本 

被災された方に直接配布 

（南相馬市および相馬市） 

飲料水（５００ml） 

（２L） 

（１０L） 

レトルトご飯 

レトルト食品 

約２００ 本 

約 ２０ 本 

１４ 本 

約１４０ 点 

２４ 点 

住宅屋根補修ボランティアで使用 屋根防水シート（シルバー） 

ブルーシート 

１９ 枚 

１０数枚 

 

 

  

５）持続可能な暮らしへの取り組み 

持続可能な暮らしへの取り組みの一環としてカリタス畑の運営を行った。南町（聖心会シスター居

住の庭）の畑における野菜作りも継続。同場所に堆肥場所を新たに作成し設置した。また再生可能エネ

ルギーの積極的活用を目指す努力を行った。 

カリタス畑から収穫された食材を食事提供事業や幼稚園給食で活用。さゆり幼稚園の園児の芋ほり

体験などに畑を提供した。「子育て応援」においても適宜野菜を提供した。 

５月２３日（月）さゆり幼稚園 サツマイモの苗植え 

１０月１１日（火）さゆり幼稚園 サツマイモ堀り 

 

６）東日本大震災と原発事故による被災地等の案内及び情報発信 

東日本大震災と原発事故のことを忘れず後世に伝えること、南相馬市や相双地区に住む人々の日常

の変化、原発事故がもたらした福島の厳しい現実を日本全国・世界に伝えるために、現地の案内を行っ

た。新型コロナウイルス感染防止の為、原則、県外からの現地案内も中止としたが、２回目のワクチン

接種済みの方に限り県外者の案内も実施した。 

県外からの講演依頼（福島の現状について）に関して、コロナ禍の為キャンセルとなった団体もある

が、オンラインでの講演に切り替えることで対応した。 

YouTube を利用しカリタス南相馬チャンネル（カリみそチャンネル）にて地元の方の声を世界に向

け発信。ホームページ・SNS 等からも、現地の様子や地域の情報などを発信した。 

「浜通りの今、２０２１」と題して現地の状況を Facebook にて紹介した。 

①  研修会・被災地視察 

３月１７日（木） 現地案内（前田枢機卿様、酒井司教様、他） 

５月 ７日（土） 現地案内 （エドガル司教様） 

６月１０日（金）～１２日（日） いのちの旅 案内 

８月 １日（月） 福島第一原発視察  

９月２５日（日）  現地案内（京都暁星高校） 

１０月７日（金）  中間貯蔵施設 大熊コース見学 
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１０月２９日（土） 中間貯蔵施設 双葉コース見学 

１１月２３日（水） 現地案内（片柳神父様とふっこうの架け橋の皆様） 

② 活動報告（講演会） 

各地からの依頼に応え活動報告や講演など広報活動を行った。 

３月５日（土）  甲府教会オンライン講演会（南原） 

３月６日（日）  聖心女子大学 オンライン講演会 （南原） 

３月１２日（土） カリタスみちのくの集い（オンライン） 

１１月１５日（火）JCNAカトリック看護協会名古屋支部 オンライン講演会（南原） 

③ WEB での発信 

・ホームページ： https://caritasms.com/ 

・Facebook ： https://www.facebook.com/caritas.minamisoma/ 

・YouTube：カリタス南相馬チャンネル（カリみそチャンネル） 

https://www.youtube.com/channel/UCGhtvMJgFwrJyhOJA8XkelQ  

公開日 内容 視聴数 

２０２０年７月 ７日（火） #001 田中徳雲師 ３８７回 

２０２０年７月１１日（土） #002 田中徳雲師 ２０１回 

２０２０年７月２９日（水） #003 廣畑裕子氏 ３４８回 

 

・カリタスみちのく ： 隔月で活動報告を配信 

・東京教区ニュース ： 毎月「福島の地から」を配信 

３．法人運営 

１）総会 

定時社員総会を次のとおり開催した。 

  日時：２０２２年３月４日（金） 

会場：カリタス南相馬 出席者：１１名 委任状１０名 合計２１名 

２）理事会 

 理事会を次のとおり開催した。 

回 開催日 会場 議事等 

第１回 ２０２２年２月１８日 カリタス南相馬 役員選任、社員総会ほか 

第２回 ２０２２年９月１６日 カリタス南相馬 職員賃金、事業計画ほか 

第３回 ２０２２年１２月９日 カリタス南相馬 ２０２３年度事業計画・予算ほか 

３）会員 

 ２０２２年１２月３１日現在の会員は次のとおり。 

種別 人数 

正会員 ２７名 

賛助会員 ２４５名 

４）役員 

２０２２年１２月３１日現在の役員は次のとおり。 

https://www.facebook.com/caritas.minamisoma/
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役職 氏名 

代表理事 幸田 和生 

理事 松野 美紀子 

理事 畠中 千秋 

理事 鎌田 文代 

理事 高野 郁子 

理事 小野寺 洋一  

理事 南原 摩利 

監事 高橋 美加子 

５）職員 

２０２２年１２月３１日現在の職員は次のとおり 

役職 氏名 

所長 南原 摩利 

会計 佐藤久絵 

パートタイム職員 福田仕  庄司エルリン 

ボランティアスタッフ 佐藤英男 

協力シスター 畠中千秋 穎川政子（聖心会） 

村上多美代 （聖霊奉侍布教修道女会） 

北村令子 鈴木幸子 佐々木康代（援助マリア会）  

４．連携 

１）ボランティア、体験学習の場（オンライン含む）として、連携・協力した学校 

小学校： 聖心女子学院初等科、東洋英和学院小学部 

高等学校：聖心女子学院高等科、東星学園高等学校、京都暁星高等学校、広島学院高等学校 

大学：  聖心女子大学 

 

２）諸機関との連携・協働 

  ・南相馬市イベントボランティア制度登録 

・南相馬市出前講座市民ボランティア講師登録  

・南相馬市社会福祉協議会 ボランティアセンター団体登録 

・ふくしま広域こころのケアねっと連携団体登録 

・ふくしま生活困窮者支援ねっと加盟団体登録  

会議 （三者会議以外はオンライン） 

・カリタスみちのく 毎月 1回 

・浪江会議（浪江町）隔月  

・三者会議（さゆり幼稚園・原町教会・カリタス南相馬）毎月１回 
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５．資料 

１）地域の動き 

活動地・南相馬市周辺の２０２２年の変化 

〇２０２２年１月２６日福島県双葉郡富岡町の帰還困難区域のうち、特定復興再生拠点区域の立ち入 

り規制が緩和された。原発事故から 10年 10ヶ月を経て、住民は許可なしで 24時間出入りできるよ 

うになり、帰還に向けた準備を進められるようになった。（２０２３年春に避難指示解除予定） 

〇３月１６日に震度６強の福島県沖地震が発生したことに伴い、南相馬市災害ボランティアセンターが

開設された。社会福祉協議会よりカリタス南相馬に運営側として手伝ってほしいとの依頼があり、スタ

ッフ２名で被災家屋の現地調査に同行した。ボランティア参加は市内在住者に限るとのことであった

が、技術系のボランティアに関しては、県外者も可能とのことで常連ボランティアの「チームふじさ

ん」が参加するようになった。それに伴い、カリタス南相馬の宿泊者も屋根ニーズに応えるボランティ

アの方に限り、宿泊を受け入れた。（ワクチン接種３回の証明書もしくは抗原検査・PCR 検査陰性の証

明書提示） 

〇４月２５日から「災害ボランティアセンター」は、「被災者生活支援ボランティアセンター」と名称が

変更となり、屋根のブルーシート張りに関する依頼についての窓口は、社協が受けたものをカリタス南

相馬で請負うこととなった。現地調査、ボランティアの派遣（地元チーム「騎馬武者ロックフェス実行

委員会」と「チームふじさん」の２グループへの連絡調整）、依頼主さんとの日程調整、作業後の完了

確認、社協への報告書提出等を現在も継続して行っている。 

〇６月３０日、大熊町・特定復興再生拠点区域（JR大野駅周辺）の避難指示が解除された。 

〇８月３０日、双葉町・特定復興再生拠点区域（JR双葉駅周辺）の避難指示が解除された。 

〇相馬市社会福祉協議会より福祉事業に貢献したことが認められ感謝状を頂いた。 

 

 

２）ボランティア数の推移と受益者数の推移  

Ａ:受益者数  Ｂ:ボランティア数（カッコ内数字は実数） 

 

2022年 1月 （8） 2月（8） 3月（45） 4月（50） 5月（57） 6月（58） 

活動項目 A B A B A B A B A B A B 

サロン活動（人） 0 0 0 0 0 2 19 3 20 2 10 1 

眞こころサロン（人） 57 10 13 6 72 15 72 15 80 42 78 16 

屋外活動 （件） 23 5 8 2 139 75 64 233 32 147 34 81 

ＮＰＯボラセン（件） 5 5 0 0 12 8 3 3 1 1 0 0 

支援物資準備・配布（件） 30 14 32 16 35 11 0 0 9 5 127 15 

現地案内 0 0 2 0 3 0 7 0 26 0 39 0 

幼稚園支援 375 37 448 32 268 21 295 17 761 40 495 27 

戸別訪問 57 12 100 9 59 9 39 7 36 6 46 4 

小高工房（人） 45 11 0 0 17 6 55 11 32 11 14 6 
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カリタス畑 12 18 5 5 0 0 3 3 0 0 0 0 

障がい者支援 71 9 50 6 44 6 75 10 63  8 70 10 

サークル活動 55 14 63 9 36 10 58 10 50 8 100 14 

イベント活動 0 0 36 3 139 42 58 15 2 5 260 14 

その他    （人） 66 17 12 17 8 7  4 3 13 64 4 8 

合計 796 152 769 105 832 212 752 330 1125 339 1277 196 

提供食事数 148  154  202  326  286  235  

 

2022年 7月（52） 8月（70） 9月（４８） 10月（58） 11月（49） 12月（33） 

活動項目 A B A B A B A B A B A B 

サロン活動（人） 9 3 0 0 16 2 53 14 22 4 28 4 

眞こころサロン（人） 41 8 16 4 0  0 31 8 78 9 58 14 

屋外活動 （件） 43 70 21 59  8 37 60 39 34 14 11 20 

ＮＰＯボラセン（件） 4 4 0 0 4 4 0 0 0 0 1 1 

支援物資準備・配布（件） 80 9 152 12 130 15 59 12 60 14 98 23 

現地案内 27 0 71 0 27 6  28 8 12 2 2 2 

幼稚園支援 120 4 260 4 479 25  526 27 420 23 388 18 

戸別訪問 36 5 44 7 62 12 41 7 36 6 34 7 

小高工房（人） 45 11 10 10 13 10 21 10 40 12 33 7 

カリタス畑 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

障がい者支援 75 11 83 12 82 11 47 6 76 8 84 9 

サークル活動 109 14 89 12 77 11 81 13 83 14 68 12 

イベント活動 78 27 24 7 41 6 337 27 271 37 176 19 

その他    （人） 10 10 0 0 0 0 5 1 0 0 0 0 

合計 677 176 770 127 939 139 1289 172 1132 143 981 136 

提供食事数 242  265  239  235  220  197  
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2022年 年間のボランティア数

（536） 

活動項目 A B 

サロン活動（人）  177    35 

眞こころサロン（人） 596 147 

屋外活動 （件） 477 782 

ＮＰＯボラセン（件） 30 26 

支援物資準備・配布（件） 812 146 

現地案内 244 18 

幼稚園支援 4835 275 

戸別訪問 590 91 

小高工房（人） 325 105 

カリタス畑 20 26 

障がい者支援 820 106 

サークル活動 869 141 

イベント活動 1422 202 

その他    （人） 122 127 

合計 11339 2227 

提供食事数 2749 

食 
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決算報告書 



（単位：円）

当年度 前年度 増減

Ⅰ　資産の部

１．流動資産

現金 0 193,462 △ 193,462 

普通預金 8,350,417 15,123,343 △ 6,772,926 

郵便貯金 4,302,442 683,219 3,619,223 

定期預金 80,000,000 80,000,000 0 

貯蔵品 63 0 63 

立替金 30,780 28,450 2,330 

流動資産合計 92,683,702 96,028,474 △ 3,344,772 

２．固定資産

車両運搬具 16,644 246,301 △ 229,657 

工具器具備品 977,809 610,921 366,888 

敷金 58,000 100,000 △ 42,000 

固定資産合計 1,052,453 957,222 95,231 

資産合計 93,736,155 96,985,696 △ 3,249,541 

Ⅱ　負債の部

１．流動負債

預り金 208,683 218,327 △ 9,644 

未払金 4,706 0 4,706 

流動負債合計 213,389 218,327 △ 4,938 

２．固定負債

固定負債合計 0 0 0 

負債合計 213,389 218,327 △ 4,938 

Ⅲ　正味財産の部

１．指定正味財産合計 9,427,511 11,776,132 △ 2,348,621 

２．一般正味財産合計 84,095,255 84,991,237 △ 895,982 

正味財産合計 93,522,766 96,767,369 △ 3,244,603 

負債及び正味財産合計 93,736,155 96,985,696 △ 3,249,541 

科目

貸借対照表

2022年12月31日現在

一般社団法人カリタス南相馬



（単位：円）

当年度 前年度 差異 備考

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

受取入会金 0 885,000 △ 885,000 

受取入会金 0 885,000 △ 885,000 制度廃止

受取会費 2,120,000 1,245,000 875,000 

受取会費 2,120,000 1,245,000 875,000 

受取寄付金 11,172,777 46,735,210 △ 36,049,740 

受取寄付金 10,012,871 46,062,611 △ 36,049,740 

受取寄付金振替額 1,159,906 672,599 487,307 

受取助成金 3,586,086 8,240,168 △ 4,654,082 

受取助成金 0 0 0 

受取助成金振替額 3,586,086 8,240,168 △ 4,654,082 

雑収益 1,606 2,214 △ 608 

受取利息 1,606 894 712 

雑収入 0 1,320 △ 1,320 

経常収益計 16,880,469 57,107,592 △ 40,714,430 

２０２２年度正味財産増減計算書

2022年1月1日から2022年12月31日まで

一般社団法人カリタス南相馬



当年度 前年度 差異 備考

（２）経常費用

事業費

給与手当 6,781,824 7,897,312 △ 1,115,488 

法定福利費 960,354 1,147,175 △ 186,821 

福利厚生費 18,405 19,845 △ 1,440 

旅費交通費 228,650 198,130 30,520 

通信運搬費 261,215 276,378 △ 15,163 

減価償却費 432,314 574,560 △ 142,246 

消耗品費 513,707 793,493 △ 279,786 

食材費 705,086 322,429 382,657 

消耗什器備品費 526,271 0 526,271 

支援物資購入費 1,547,502 1,522,360 25,142 

保守整備費 694,858 126,500 568,358 

印刷製本費 59,390 32,280 27,110 

燃料費 202,974 180,879 22,095 

光熱水料費 766,302 601,677 164,625 

賃借料 7,920 711,630 △ 703,710 

諸会費 13,500 13,500 0 

保険料 203,440 85,870 117,570 

諸謝金 50,000 600,000 △ 550,000 

支払手数料 11,434 16,550 △ 5,116 

広告宣伝費 0 0 0 

委託費 302,400 302,400 0 

雑費 0 90 △ 90 

事業費計 14,287,546 15,423,058 △ 1,135,512 



当年度 前年度 差異 備考

管理費

給料手当 1,485,756 1,974,328 △ 488,572 

法定福利費 238,056 286,798 △ 48,742 

研修費 0 18,985 △ 18,985 

福利厚生費 4,602 4,962 △ 360 

会議費 8,291 5,632 2,659 

旅費交通費 465,065 262,970 202,095 

通信運搬費 34,527 53,224 △ 18,697 

減価償却費 108,078 143,639 △ 35,561 

消耗品費 51,841 28,973 22,868 

保守整備費 9,350 252,650 △ 243,300 

燃料費 9,337 49,585 △ 40,248 

光熱水料費 0 10,000 △ 10,000 

賃借料 0 0 0 

リース料 10,428 104,280 △ 93,852 

保険料 100,510 87,440 13,070 

諸謝金 0 150,000 △ 150,000 

委託費 705,600 705,600 0 

租税公課 168,550 166,450 2,100 

慶弔費 8,500 10,000 △ 1,500 

支払手数料 80,414 109,662 △ 29,248 

管理費計 3,488,905 4,425,178 △ 936,273 

経常費用計 17,776,451 19,848,236 △ 2,071,785 

当期経常増減額 △ 895,982 37,259,356 △ 38,642,645 

２．経常外増減の部

（１）経常外収益

固定資産受贈益 0 100,000 △ 100,000 

経常外収益計 0 100,000 △ 100,000 

（２）経常外費用

固定資産除却損 0 78,694 △ 78,694 

経常外費用計 0 78,694 △ 78,694 

当期経常外増減額 0 21,306 △ 21,306 

当期一般正味財産増減額 △ 895,982 37,280,662 △ 38,663,951 

一般正味財産期首残高 84,991,237 47,710,575 37,280,662 

一般正味財産期末残高 84,095,255 84,991,237 △ 1,383,289 

Ⅱ　指定正味財産増減の部

受取寄付金 2,397,371 4,544,444 △ 2,147,073 

受取助成金 0 5,498,800 △ 5,498,800 

一般正味財産への振替額 △ 4,745,992 △ 8,912,767 4,166,775 

当期指定正味財産増減額 △ 2,348,621 1,130,477 △ 3,479,098 

指定正味財産期首残高 11,776,132 10,645,655 1,130,477 

指定正味財産期末残高 9,427,511 11,776,132 △ 2,348,621 

Ⅲ　正味財産期末残高 93,522,766 96,767,369 △ 3,731,910 



（単位：円）

宿泊場所提供 ボランティア 地域交流 子ども支援 持続可能 情報発信 災害支援

１．経常増減の部

（１）経常収益

受取入会金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取入会金 0 0

受取会費 0 0 0 0 0 0 0 2,120,000 0 2,120,000

受取会費 2,120,000 2,120,000

受取寄付金 1,228,821 1,957,114 819,214 3,452,187 409,607 1,228,821 438,586 1,638,427 0 11,172,777

受取寄付金 1,228,821 1,957,114 819,214 2,730,867 409,607 1,228,821 0 1,638,427 10,012,871

受取寄付金振替額 0 0 0 721,320 0 0 438,586 1,159,906

受取助成金 1,509,091 0 50,679 953,961 0 1,072,355 0 0 0 3,586,086

受取助成金 0

受取助成金振替額 1,509,091 0 50,679 953,961 0 1,072,355 0 0 3,586,086

雑収益 0 0 0 0 0 0 0 1,606 0 1,606

受取利息 0 0 0 0 0 0 0 1,606 1,606

雑収入 0 0

経常収益計 2,737,912 1,957,114 869,893 4,406,148 409,607 2,301,176 438,586 3,760,033 0 16,880,469

合計

２０２２年度正味財産増減計算書内訳

2022年1月1日から2022年12月31日まで

実施事業等会計

一般社団法人カリタス南相馬

法人会計 内部取引控除



宿泊場所提供 ボランティア 地域交流 子ども支援 持続可能 情報発信 災害支援
合計

実施事業等会計

法人会計 内部取引控除

（２）経常費用

事業費

給与手当 1,365,957 1,365,957 826,758 1,737,396 371,439 1,114,317 0 6,781,824

法定福利費 180,982 180,982 119,841 240,496 59,513 178,540 0 960,354

福利厚生費 3,451 3,451 2,301 4,601 1,150 3,451 0 18,405

旅費交通費 0 208,800 16,290 0 0 3,560 0 228,650

通信運搬費 15,464 18,104 10,311 20,936 5,154 191,246 0 261,215

減価償却費 81,059 81,059 54,039 108,078 27,020 81,059 0 432,314

消耗品費 210,939 18,992 19,323 140,831 9,917 75,784 37,921 513,707

食材費 572,100 0 0 132,986 0 0 705,086

消耗什器備品費 119,064 0 0 133,653 0 133,654 139,900 526,271

支援物資購入費 0 0 0 1,547,502 0 0 1,547,502

保守整備費 197,546 150,291 0 0 0 347,021 0 694,858

印刷製本費 0 0 0 0 0 59,390 0 59,390

燃料費 22,974 11,362 13,223 13,749 2,758 100,345 38,563 202,974

光熱水料費 766,302 0 0 0 0 0 0 766,302

賃借料 0 0 0 0 0 7,920 0 7,920

諸会費 11,000 0 2,500 0 0 0 0 13,500

保険料 48,150 102,320 0 0 0 52,970 0 203,440

諸謝金 0 0 0 50,000 0 0 0 50,000

支払手数料 10,800 165 0 469 0 0 0 11,434

広告宣伝費 0 0 0 0 0 0 0 0

委託費 0 0 0 0 0 302,400 0 302,400

雑費 0 0 0 0 0 0 0 0

事業費計 3,605,788 2,141,483 1,064,586 4,130,697 476,951 2,651,657 216,384 0 0 14,287,546



宿泊場所提供 ボランティア 地域交流 子ども支援 持続可能 情報発信 災害支援
合計

実施事業等会計

法人会計 内部取引控除

管理費

給料手当 1,485,756 1,485,756

法定福利費 238,056 238,056

研修費 0 0

福利厚生費 4,602 4,602

会議費 8,291 8,291

旅費交通費 465,065 465,065

通信運搬費 34,527 34,527

減価償却費 108,078 108,078

消耗品費 51,841 51,841

保守整備費 9,350 9,350

燃料費 9,337 9,337

光熱水料費 0 0

賃借料 0 0

リース料 10,428 10,428

保険料 100,510 100,510

諸謝金 0 0

委託費 705,600 705,600

租税公課 168,550 168,550

慶弔費 8,500 8,500

支払手数料 80,414 80,414

管理費計 0 0 0 0 0 0 0 3,488,905 0 3,488,905

経常費用計 3,605,788 2,141,483 1,064,586 4,130,697 476,951 2,651,657 216,384 3,488,905 0 17,776,451

当期経常増減額 △ 867,876 △ 184,369 △ 194,693 275,451 △ 67,344 △ 350,481 222,202 271,128 0 △ 895,982



宿泊場所提供 ボランティア 地域交流 子ども支援 持続可能 情報発信 災害支援
合計

実施事業等会計

法人会計 内部取引控除

２．経常外増減の部

（１）経常外収益

固定資産受贈益 0 0 0 0 0 0 0 0

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（２）経常外費用

固定資産除却損 0

経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

当期一般正味財産増減額 △ 867,876 △ 184,369 △ 194,693 275,451 △ 67,344 △ 350,481 222,202 271,128 0 △ 895,982

一般正味財産期首残高 10,266,897 8,012,101 3,972,379 7,731,993 1,893,232 5,993,566 △ 46,804 47,167,873 0 84,991,237

一般正味財産期末残高 9,399,021 7,827,732 3,777,686 8,007,444 1,825,888 5,643,085 175,398 47,439,001 0 84,095,255

Ⅱ　指定正味財産増減の部

受取寄付金 70,000 326,000 0 0 2,001,371 2,397,371

受取助成金 0

一般正味財産への振替額 △ 1,509,091 0 △ 50,679 △ 1,675,281 0 △ 1,072,355 △ 438,586 0 0 △ 4,745,992

当期指定正味財産増減額 △ 1,509,091 0 19,321 △ 1,349,281 0 △ 1,072,355 1,562,785 0 0 △ 2,348,621

指定正味財産期首残高 4,240,678 1,285,061 1,034,905 744,683 △ 438,386 △ 522,155 3,962,320 1,469,026 0 11,776,132

指定正味財産事業費調整 △ 2,100,678 △ 1,285,061 △ 105,405 4,757,602 438,386 1,506,055 △ 2,616,704 △ 594,195 0

指定正味財産期末残高 630,909 0 948,821 4,153,004 0 △ 88,455 2,908,401 874,831 0 9,427,511

Ⅲ　正味財産期末残高 10,029,930 7,827,732 4,726,507 12,160,448 1,825,888 5,554,630 3,083,799 48,313,832 0 93,522,766



１　重要な会計方針

（１）固定資産の減価償却について

　　車両運搬具、工具器具備品・・・・・定率法による減価償却をしている。

２　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は次のとおりである。

（単位：円）

科　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期減価償却額 当期末残高

車両運搬具 246,301 229,657 16,644

工具器具備品 610,921 677,623 310,735 977,809

合　　計 857,222 677,623 0 540,392 994,453

３　指定正味財産から一般正味財産への振替額は次のとおりである。

（単位：円）

内　　容 金　　額

経常収益への振替額

　東日本大震災被災地支援 3,586,086

　台風・地震被害緊急支援 382,701

　コロナ生活者困窮支援 777,205

合　　計 4,745,992

４　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は次のとおりである。

（単位：円）

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
貸借対照表上

の記載区分

助成金

　東日本大震災被災地支援
カリタス

ジャパン
5,858,231 3,586,086 2,272,145 指定正味財産

5,858,231 0 3,586,086 2,272,145

寄付金

　台風・地震被害支援
会員及び

一般寄付者
1,345,616 2,001,371 382,701 2,964,286 指定正味財産

　コロナ生活者困窮緊急支援
会員及び

一般寄付者
4,572,285 326,000 777,205 4,121,080 指定正味財産

　サロン活動支援
会員及び

一般寄付者
0 70,000 0 70,000 指定正味財産

5,917,901 2,397,371 1,159,906 7,155,366

11,776,132 2,397,371 4,745,992 9,427,511

５　その他

・カリタスジャパンから援助金 (2022年4月～2023年3月）4,983,400円を受け、資金は前期繰越から充当した。

　今期は、援助金額 4,983,400円の内、3,586,086円執行した。

・指定正味財産の事業費内訳の繰越額に相違があったため、今期で調整を行った。

・地震被害緊急支援と台風被害支援を合算計上し、台風・地震被害支援とした。

小　　計

小　　計

合　　計

財務諸表に対する注記



１．基本財産及び特定資産の明細

　基本財産及び特定資産を有していない。

２．引当金の明細

　引当金を設定していない。

附　属　明　細　書



（単位：円）

使用目的等 金　額

（流動資産）

現金 手元保管 運転資金として 0

預金 普通預金

　福島銀行原町支店 運転資金として 1,586,778

　東邦銀行原町支店 会費・寄付金等管理として 6,763,639

郵便貯金

　郵便振替 会費・寄付金等収納として 656,707

　ゆうちょ銀行 3,645,735

定期預金

　東邦銀行原町支店 資金保管として 80,000,000

貯蔵品 切手 63

立替金 源泉所得税還付金 30,780

92,683,702

（固定資産）

車両運搬具

セレナ ボランティア事業等に使用している 1

クリッパー ボランティア事業等に使用している 1

グランドキャビン ボランティア事業等に使用している 16,642

工具器具備品

印刷機　オルフィス 広報用印刷物作成等に使用している 347,199

放射線測定器 線量測定用として使用している 1

冷蔵庫（パナソニック） 宿泊食事提供として使用している 1

冷蔵庫（ILBS寄贈品） 宿泊食事提供として使用している 1

プロジェクター イベント等で使用している 1

パソコン（1台） 管理運営に使用している 122,332

コピー複合機（京セラ） 事業管理運営に使用している 508,274

敷金

フォーレス 職員アパート 58,000

1,052,453

93,736,155

（流動負債）

預り金 社会保険料、アパート賃料、雇用保険料 208,683

未払金 雇用保険料事業主負担、消耗品 4,706

213,389

213,389

93,522,766

　　負債合計

　　正味財産

その他

固定資産

財　産　目　録

2022年12月31日現在

貸借対照表科目 場所・物量等

流動資産合計

固定資産合計

　　資産合計

流動負債合計

一般社団法人カリタス南相馬




